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科　　　目 単位 開講期 履修年次
1 キャリアデザインⅠ 2 前期 １年～
2 キャリアデザインⅡ 2 後期 ２年～
3 女性の新しい生き方を見つけよう（リレー講座） 2 後期 １年～
4 リーダーから学ぶ企業経営（リレー講座） 2 後期 ２年～
5 インターンシップ（自律学修） 2 ― ２年～
6 ビジネス演習 2 前期 ３年～
7 自己表現演習 2 後期 ３年～
8 就職のための基礎教養 2 後期 ３年～
9 就職筆記試験演習 2 後期 ２年～
















科　目　名 履修者数 満足度 履修者数 満足度 履修者数 満足度
キャリアデザインⅠ 61 4.91 177 4.69 195 4.64
キャリアデザインⅡ 53 4.82 64 4.85 118 未実施
女性の新しい生き方を見つけよう 114 4.55 84 4.62 88 未実施
リーダーから学ぶ企業経営 40 4.79 29 4.73 52 未実施











































































































































































第 １ 回 オリエンテーション：はじめに。キャリアとは何か。
第 ２ 回 生涯のキャリア：キャリアの理論（スーパー・ハンセン）、働くことの意義①
第 ３ 回 自分を知る①：キャリアの理論（シャイン）、過去を振り返る
第 ４ 回 自分を知る②：キャリアの理論（ホランド）、自己理解と職業探索
第 ５ 回 社会を知る①：産業と職業
第 ６ 回 社会を知る②：働き方の変化
第 ７ 回 社会を知る③：労働に関する基礎知識、働くことの意義②
第 ８ 回 社会を知る④：ワークライフバランス、ダイバーシティ、男女共同参画
第 ９ 回 社会を知る⑤：社会・企業が求める能力
第 10 回 社会を知る⑥：仕事の現場～働く力
第 11 回 社会を知る⑦：企業の採用活動・大学生の就職活動
第 12 回 大学での学び・資格
第 13 回 女性のキャリア
第 14 回 キャリアをデザインする：キャリアの理論（シュロスバーグ・クルンボルツ）






























































第 １ 回 オリエンテーション：はじめに。キャリアとは何か。
第 ２ 回 生涯のキャリア①：キャリアの理論（スーパー・ハンセン）、発達心理（エリクソン）
第 ３ 回 生涯のキャリア②：働くことの意義・ワークモチベーション（ハーズバーグ・マクレガー）
第 ４ 回 生涯のキャリア③：キャリアの理論（シャイン・サビカス）
第 ５ 回 社会を知る①：ワークルール・労働法
第 ６ 回 社会を知る②：仕事の現場～働く力①
第 ７ 回 社会を知る③：仕事の現場～働く力②
第 ８ 回 社会を知る④：仕事の現場～働く力③
第 ９ 回 社会を知る⑤：社会で必要とされる力
第 1 0 回 社会を知る⑥：進路選択と就職活動
第 1 1 回 社会を知る⑦：ファイナンシャル・プランニング
第 1 2 回 生涯のキャリア④：キャリアの理論（SCCT・シュロスバーグ・クルンボルツ）
第 1 3 回 女性のキャリア①
第 1 4 回 女性のキャリア②
第 1 5 回 まとめ：生きる・働く・学ぶ
10（　 ） 群馬県立女子大学紀要　第39号
つためには働くことで何らかの価値を提供する必要があり、それが働くことの厳しさに繋がってい
る。この喜びと厳しさを併せ持つ「働くこと」は、そのベクトルが自分以外の何かのために向く必
要があり、それが自己の本来的使命を問い続ける人生に繋がっていくのである。学生には、学生か
ら社会人へ、与えられる側から与える側へ、不自由から自由へ、人生を主体的に生きることの重み
と喜び、責任と可能性の広がりに気づきを与えたいと考える。現在のキャリア教育は、今はまだ就
職支援の一環と捉えられる風潮がある。しかし、そこから脱皮するのはこれからで、それは哲学や
心理学、社会学等を包括した人間の根源的な部分を中心としたものになるはずである。若者の心に
届くような形にできる教員がキャリア教育の現場では今後求められるようになると考えている。
注：
⑴　群馬県立女子大学キャリア支援センターの設置及び管理に関する要綱　第１条
⑵　群馬県立女子大学キャリア支援センターの設置及び管理に関する要綱　第２条
⑶　本学教養教育のカリキュラム・ポリシーとして、「全学年の大学教育を通じて、実社会への適応能
力を向上させるとともに豊かな人間性を育む」がある。
⑷　過剰な履修登録を防ぎ、各授業の予習・復習にかける学習量の充実を図るため、１学期に履修登録
できる単位数に上限（各学期24単位）を設けている。
⑸　授業評価アンケート「授業の満足度」：５．よく当てはまる　４．当てはまる　３．どちらとも言
えない　２．当てはまらない　１．全く当てはまらない　の５件法で回答
⑹　キャリアデザインⅠ・Ⅱとも、同一シラバスを用い、内容をすり合わせたうえで、専任教員が２コ
マ、非常勤講師が１コマ、計３コマで実施している。表３の満足度は、専任教員担当２コマのみの平
均値を示した。
⑺　法政大学産学連携３Ｄプロジェクトが制作している、業種・職種を組み合わせた正社員の働きをド
ラマ仕立てのストーリーで理解することができる教材である。2017年５月現在、シリーズ１～11まで
と指導要領「ビデオ教材の活用法～授業での使い方」が販売されている。
参考文献：
児美川孝一郎　2007　権利としてのキャリア教育　明石書店
筒井美紀　2016　殻を突き破るキャリアデザイン　就活・将来の思い込みを解いて自由に生きる　有斐
閣
児美川孝一郎　2013　キャリア教育のウソ　ちくまプリマ―新書
